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2015/16 の英国 Times Higher Education の世界大学ラン



















































に 9：1 である。同館では 2013/14 予算年度における図書
資料費総額に占める冊子体の図書購入に充てる予算はわ
ずか 6.9% にしか過ぎなかった（図 3）。参考までに、科技
大（学生数約 13,500 人）の図書館における 2015 年 10 月
段階での冊子体図書の蔵書数は約 724,000 冊で、電子ブッ
クは約 292,000 タイトル、電子ジャーナルは約 43,000 タイ
トルである 4。このように “E-preferred” を推進できるのも、
どの図書館も電子出版が進んでいる英語資料が収書の主
対象であるためと言えよう。一方、関西学院大学図書館で

































































そこには、Technology Zone, Collaboration Zone, Study 









レンスサービスや IT サポ トー、個別の研究支援などのきめ
細かい対応をしている。筆者たちがこの “Level 3” を訪問
図 4　香港城市大学図書館では広報手段としてデジタルサイネージを活用








































活への導入となる 8」ことを目的として、図書館と English 
Language Centre が中心となって実施している。筆者たち
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